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国税庁は 1 日、相続税や贈与税の算定基準となる 2021 年分の路線価を公表しました。全国

平均は前年比 0・5%減と 6 年ぶりに下落しました。新型コロナウイルスの感染拡大による都市
部のオフィスやテナントの需要減、訪日客の減少が要因とみられます。 
九州 7 県では、標準宅地の評価基準額は前年比 0.4%上昇しました。5 年連続の上昇ですが、

上昇率は前年から縮小しました。 
今回は公表された路線価を九州・沖縄、熊本県内の最高路線価のランキング表とその要因、

及びコロナや豪雨の影響も含めてご説明致します。 
 
 
1：九州・沖縄の税務署別最高路線価   

 
九州では、福岡県が都道府県別の上昇率で 1 位

になった一方、長崎県や大分県は下落へ転じ、前年

首位の沖縄県も上昇率が大幅に鈍化しました。 
 
福岡市では渡辺通りが8年ぶりに横ばいとなり、

住吉通りも上昇幅が縮小しました。再開発の進捗

でオフィス需給が緩み、投資採算性から上昇余地

が狭まっているとみられます。 
 
沖縄県ではコロナ禍の影響で、市中心部でも下

落に転じた地点があり、那覇市の国際通りは 1.4%
減と、11 年以来の下落となりました。しかしコロ
ナ終息後を見据え、沖縄の『表玄関』に拠点を置き

たい法人は依然多いと考えられることから、下落

は一時的とみられます。 
 
九州南部や長崎県でも地価はふるわず、繁華街

ではコロナの影響で飲食店の不動産需要が細り、

土地の収益性が落ちたことから下落傾向となって

おります。 
 
 
 
 



 
2：熊本県内税務署別最高路線価  
 
 熊本県内では、平均変動率は前年比プラス０・１％で、４年連続で上昇しましたが、新型コ

ロナウイルス禍の影響などで、１・４％上昇だった前年に比べ上昇幅は縮小しました。 
県内の最高路線価は６２年連続で熊本市中央区手取本町の「下通」で、７年ぶりに前年から

下がり、０・９％マイナスの１平方メートル当たり２１０万円。一方、４月に大型商業施設

「アミュプラザくまもと」が開業した同市西区の熊本駅周辺では上昇地点数が増えました。 
県内１０税務署別の最高路線価のうち下落率が最も大きかったのは、昨年７月の豪雨で被災

した人吉市九日町「九日町通り」。前年比９・１％マイナスの１平方メートル当たり３万円と

なりました。 
人吉市では前年と比較できる１３８地点のうち１１６地点、芦北町では４３地点のうち４０

地点、八代市では２０４地点のうち１０１地点で下落しました。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3：新型コロナウイルスの影響は！？  
 
昨年は、新型コロナウイルスの影響により大阪市の一部で大幅な地価下落が確認されたため、路線

価の減額補正が行われました。訪日外国人の数が激減し、インバウンド需要が落ちたことが主な要因

とみられます。 こうした特別対応はバブル崩壊後やリーマン・ショック後も行っておらず、激甚災害
以外の要因で路線価の減額修正を行ったのは昨年が初めてでした。 
国税庁は、今年も広範な地域で地価が大幅に下落し路線価が地価を上回る状況になった場合は、路

線価の減額補正や申告期限の延長などを検討するとしています。 
 

                                                        

№82 令和 3年 7月 6日発行 【担当】吉村 史織 
 
 
 


